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序諸 計画策定の目的と位置づけ 

序－１ 計画策定の目的  （本編１ぺージ参照） 

赤平市は、国の計画等に基づき、平成 21 年度に「公営住宅等長寿命化計画」、平成 26年度に「住生活基本計画」
を策定した。平成 29 年度には「公営住宅等長寿命化計画」の見直しをしている。 
今回の計画では、人口減少を考慮し、整備中の吉野第一団地について既存団地の入居者の意向や状況を見据え

た計画にすることと、良質な住宅ストックの確保と管理の効率化を目的とした長寿命化型改善の計画を検討する。 

序－２ 計画の位置づけ  （本編２ぺージ参照） 

本計画は、国及び北海道の住生活基本計画を踏まえて、第 6 次赤平市総合計画、その他福祉・まちづくりなど
の上位・関連計画と整合を図りながら、公営住宅等の適切な活用の推進をめざすものである。 

序－３ 計画の期間    （本編２ぺージ参照） 

令和４年度～13 年度の 10 年間を計画期間とする。 
 
１ 公営住宅等を取り巻く課題 

 赤平市の公営住宅等を取り巻く課題を、以下に整理する。 

（１）公営住宅等の入居状況や赤平市の人口動向に応じた目標管理戸数の見直し （本編 13・20 ぺージ参照） 

空き家率が上昇傾向であることから、入居者の高齢化や世帯規模の縮小など入居実態のほか、国の関連法
制度、赤平市の今後の人口動向、住宅事情等を考慮した目標管理戸数の見直しが必要である。 
見直すための手段の１つとして、入居者への意向調査において住み替え希望が少なかった吉野第一団地

３，４号棟の建替えを中止することとし、今後の子育て世帯向け住宅については、需要に応じて既存住宅
（青葉団地（一般）、緑ヶ丘第一団地）の利用を検討する。 

  
 
 
 
 
 

   
図 入居者の年齢構成（R3.10）         図 小規模世帯の入居状況（R3.10） 

（２）計画的な空き住戸解消策の検討 

 
空き住戸が増加していることから、継続的に管理を

続ける（残すべき）団地と優先的に除却する団地の棲
み分けについて、管理の効率化に向けて住棟単位で整
理する必要がある。 
また、優先的に除却すると位置付けた団地について

は、用途廃止や除却について実施計画を検討するほ
か、活用可能性を検討していくことが重要である。 

 
 

 
 
 
（３）建物の老朽化や居住の快適性確保への対応  （本編７・20 ぺージ参照） 

老朽化の進む団地が増加していることから、今後も継続的に管理すると位置付けた団地については、建物の
劣化状況を考慮し、入居者ニーズに応じた改善や修繕等について、今後も計画的に進めていく必要がある。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 耐用年数経過状況と予測（R3.10） 

２ 公営住宅等ストック活用の基本目標と基本方針  （本編 21 ぺージ参照） 
 基本目標  居住需要に適切に対応した、安全・安心な公営住宅等ストックの形成 
➤（１） 赤平市の住生活を取り巻く実態や中長期的な視点をもった目標管理戸数の設定 
➤（２） 空き住戸解消に向けた住棟単位の集約による団地のコンパクト化 
➤（３） 長寿命化に関する基本方針のもと、維持管理の効率性を向上し、居住の安全性・快適性を維持するた

めの市営住宅ストックの活用手法、年次計画の見直し 

・耐用年数超過等の老朽化による部位破損等の危険性及び限界住棟を考慮した除却⇒ ➤（１）、（２）、（３） 
・既存住棟を活用した子育て住宅の確保（吉野第一団地建替中止住棟の補完）  ⇒ ➤（１）、（３） 
・住み替え基準及び要件の緩和による生活の安定と居住水準の向上       ⇒ ➤（１）、（２）、（３） 
・空き住戸に対する他用途活用の可能性検討（ペット、DIY 住宅）       ⇒ ➤（１）、（２）、（３） 
・残すべき団地（維持管理住棟）の改善事業（高齢化、脱炭素社会への対応など）⇒ ➤（３） 
・その他、適宜状況に応じ、方針（１）、（２）、（３）に基づき、将来性を見据えた必要な取組を行う。  

（長寿命化に関する基本方針） 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ 公営住宅等の目標管理戸数  （本編 27 ぺージ参照） 
 目標管理戸数の設定は、将来の公営借家の世帯数の数値に、入退去や建替事業等の実施に必要な空き家とし
て令和 3年度時点の空き家率 21％（政策空家は除く）を上乗せして設定する。 
事業計画の柔軟性を考慮し、10％の幅を持たせた設定とし、長期的な視点で 20 年後の令和 23 年度に目標を

定め、令和 13 年度の目標管理戸数はその中間値により設定する。 
 
 
したがって、令和３年度末～13 年度の 10年間で 703 戸程度減、令和 14 年度～23年度の 10年間で 700 戸 

程度減となり、おおよそ年間 70 戸程度の除却の検討が必要となる。

表 住宅の空き家状況（R3.10） 

● ストックの状況把握（定期点検及び日常点検）・修繕の実施・データ管理 
  整備・管理・修繕履歴を公営住宅等の団地・住棟単位で整理することで効率的な修繕を実施し、定期点検結果デー
タを反映して予防保全的な維持管理を実施する。耐用年数を考慮しながら定期点検結果を踏まえ計画修繕を行い、そ
の他修繕では緊急的な修繕対応等を行う。 

● 改善事業の実施による長寿命化及びライフサイクルコストの縮減に係る取組 
①安全性確保型改善事業：安全性を確保するため、既存エレベーターの改善を行う。 
②長寿命化型改善事業 ：屋上、外壁仕上げのグレードアップによる、防水性・耐久性の向上を図る改善を行う。 
③福祉対応型改善事業 ：高齢者の安否をより効果的に確認できるよう、緊急通報システムの改善を行う。 
④居住性向上型改善事業：高齢化に伴う入居者負担軽減を目的とした灯油集中配管設備の設置を行う。 
⑤脱炭素社会対応型改善事業：省エネルギー性能向上を目的とした照明器具のＬＥＤ化を行う。 

令和 3 年度：2,073戸 
令和 13年度(2031 年度)→1,370 戸程度(1,230～1,510 戸)  令和 23 年度(2041年度)→670 戸程度(600～740 戸) 

※政策空家とは、耐用年数経過後に団地全体の除却又は
建替えを行う予定で、新規募集を行わず管理をしてい
る住宅である。 

赤平市公営住宅等長寿命化計画概要版 

[主な取組内容] 
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（本編９・20 ぺージ参照） 
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５ 事業プログラム 

団地別・住棟別事業手法に基づき、計画期間及び構想期間における改善・用途廃止（除却）・建替事業の実施予定一覧を以下に示す。 
なお、将来に向けて残すべき団地については、下表に緑色で網掛け・太枠で括って表記した。 

計画期間 構想期間

2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037 2038 2039 2040 2041

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23

若木団地 S61 S62 簡二 6 24 修繕対応 0 24 用途廃止 24 24 0 除却

青葉団地（一般） H6 H8 H9 耐火 4 90 個別改善 90 90 180 90 集中給油設備、LED化 個別改善 24 24 18 24 90 90 屋上防水・外壁板金

青葉団地（シルバー） H5 H6 H7 耐火 3 31 個別改善 31 31 62 31
緊急通報システム、

LED化
修繕対応 0 31

朝陽台団地 S56 S57 S58 耐火 3 56 修繕対応 0 56 用途廃止 40 16 56 0 除却

吉野第１団地 S46 S48
簡平

簡二
5 20 用途廃止 20 20 0 0 0

吉野第２団地 S47 S51 簡二 6 28 用途廃止 16 12 12 0 0 0

緑ヶ丘第１団地 S63 H1 H2 簡二 9 36 個別改善 36 36 36 外壁板金、LED化 修繕対応 0 36

緑ヶ丘第３団地 S43 S44 簡平 7 31 用途廃止 23 8 31 0 移転建替え 0 0

緑ヶ丘第４団地 S44 S45 簡平 8 35 用途廃止 12 23 35 0 移転建替え 0 0

H4 耐火 1 18 修繕対応 0 18 用途廃止 18 18 0 除却

S37 簡平 4 8 用途廃止 4 4 8 0 移転建替え 0 0

幸団地（一般） H16 H18 耐火 2 35 個別改善 35 35 20 15 105 35
屋上防水・外壁板金、

LED化、EV更新
修繕対応 0 35

幸団地（シルバー） H14 H17 耐火 2 36 個別改善 36 36 36 36 144 36
屋上防水・外壁板金、

LED化、EV更新
修繕対応 0 36

昭和団地 S49 S51 簡二 4 23 用途廃止 23 23 0 除却 0 0

白樺第１団地 S50
簡平

簡二
9 44 用途廃止 14 30 44 0 除却 0 0

S53 簡平 2 8 用途廃止 8 8 0 除却 0 0

S53 S54 簡二 11 52 修繕対応 0 52 用途廃止 30 22 52 0 除却

豊栄団地 S48 S49 S54 簡平 7 28 用途廃止 28 28 0 除却 0 0

桜木団地 S59 簡二 3 10 修繕対応 0 10 用途廃止 10 10 0 除却

宮下東団地 S60 耐火 1 24 修繕対応 0 24 用途廃止 24 24 0 除却

日の出団地（ シルバー） H1 H2 H3 耐火 3 33 個別改善 33 33 66 33
緊急通報システム、

LED化
個別改善 12 9 12 33 33 屋上防水・外壁板金

元町東団地 S61 S62 簡二 4 20 修繕対応 0 20 用途廃止 20 20 0 除却

栄町団地 S53 簡二 2 8 用途廃止 8 8 0 除却 0 0

新町団地（１） S55 簡二 6 30 修繕対応 0 30 用途廃止 30 30 0 除却

新町団地（２） S56 S57 S58 簡二 13 64 修繕対応 0 64 用途廃止 28 24 12 64 0 除却

茂尻第１団地 H22 ～ H27 耐火 4 40 個別改善 40 40 40 LED化 個別改善 12 12 8 8 40 40 屋上防水・外壁板金

S48 ～ S51 簡二 8 44 用途廃止 20 24 44 0 0 0

S59 耐火 1 24 修繕対応 0 24 用途廃止 24 24 0 除却

春日第３団地 S50 S51 S52 簡二 7 36 用途廃止 14 22 36 0 0 0

新光西団地 S57 S58 S59 簡二 4 16 修繕対応 0 16 用途廃止 16 16 0 除却

新光団地（一般） H13 耐火 1 30 個別改善 30 30 30 90 30
屋上防水・外壁板金、

LED化、EV更新
修繕対応 0 30

新光団地（シルバー） H15 H19 耐火 2 34 個別改善 34 34 34 19 15 136 34

屋上防水・外壁板金、

緊急通報システム、

LED化、EV更新
修繕対応 0 34

新光東団地 S60 簡二 2 12 修繕対応 0 12 用途廃止 12 12 0 除却

特公賃 東大町団地 H8 耐火 1 18 個別改善 18 18 18 LED化 修繕対応 0 18

吉野第３団地 S48 簡二 10 50 用途廃止 10 20 20 50 0 移転建替え 0 0

吉野第４団地 S49 簡二 10 50 用途廃止 20 20 10 50 0 移転建替え 0 0

旭団地 S44 ～ S47 簡二 23 112 用途廃止 34 12 30 20 16 78 0 移転建替え 0 0

H22 ～ H29 5 44 個別改善 36 12 16 16 80 44 屋上防水、LED化 修繕対応 0 44

H11 ～ H18 10 259 個別改善 64 49 64 115 80 40 8 356 259
屋上防水・外壁板金、

LED化、EV更新
修繕対応 0 259

本町団地（１） S44 簡二 7 54 用途廃止 54 54 0 除却 0 0

7 61 修繕対応 0 61 用途廃止 14 47 61 0 除却

1 10 用途廃止 10 10 0 除却

新町末広団地（２） S46 耐火 4 72 修繕対応 0 72 用途廃止 16 16 16 24 72 0 除却

新町末広団地（３） S50 簡二 7 61 用途廃止 8 26 27 61 0 除却 0 0

住吉団地（１） S44 簡二 2 16 用途廃止 16 16 0 除却 0 0

住吉団地（２） S45 S46 耐火 4 88 用途廃止 48 40 88 0 除却 0 0

住吉団地（３） S46 耐火 1 24 用途廃止 24 24 0 除却 0 0

山手団地 S53 S54 S55 簡二 23 93 修繕対応 0 93 用途廃止 28 25 20 20 93 0 除却

平和団地 S48 S49 S50 簡二 8 36 用途廃止 12 24 36 0 除却 0 0

曙西団地 S43 S44 簡二 7 42 用途廃止 6 18 18 36 0 除却 0 0

建替 1 1

用途廃止 1 1

R2 耐火 1 11 修繕対応 0 11 修繕対応 0 11

R4 耐火 1 12 建替 12 12 12

建替え（新設2号棟）

※2号棟で終了、3・4号

棟建設中止
修繕対応 0 12

修繕対応 0 587 修繕対応 0 546

個別改善 64 49 66 288 498 146 145 47 42 16 16 1313 686 個別改善 12 12 8 20 9 12 24 24 18 24 163 163

建替 12 12 12 建替 0 0

用途廃止 56 123 42 124 40 77 134 77 34 77 72 800 0 除却 用途廃止 44 50 114 48 84 22 56 32 60 66 576 0

287 2,129 管理戸数 2,073 1,962 1,920 1,796 1,756 1,679 1,545 1,468 1,434 1,357 1,285 1,285 管理戸数 1,241 1,191 1,077 1,029 945 923 867 835 775 709 709
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